
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
常
磐
松
文
庫
本
「
狭
衣
物
語
』
（
言
司
鹿
９
１
巨
）
は
写
本
六
帖
で
一
括
さ
れ
て
箱
に
納
め
ら
れ
て
い
る
が
、
第
一

帖
か
ら
第
四
帖
ま
で
が
狭
衣
物
語
で
あ
り
、
第
五
・
六
帖
が
狭
衣
下
紐
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
そ
れ
ら
の
書
誌
の
概
略
を
記
す
。

本
誌
前
号
に
お
い
て
、
常
磐
松
文
庫
蔵
『
狭
衣
下
紐
』
寛
佐
奥
書
本
を
影
印
に
付
し
、
若
干
の
解
題
を
行
な
っ
た
。
こ
の
た
び
は
前
回
述
べ

た
と
同
様
の
趣
旨
に
よ
っ
て
、
同
じ
く
中
臣
祐
範
奥
書
本
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
「
狭
衣
下
紐
』
が
だ
れ
に
宛
て
て
書
か
れ
た
か
、
あ
る
い
は

だ
れ
の
求
め
に
応
じ
て
書
か
れ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
筆
者
に
と
っ
て
懸
案
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
解
明
の
手
が
か
り
と
し
て
紹
巴
の
同
時
代

文
人
の
一
人
、
大
村
由
己
の
年
譜
を
付
載
し
、
今
後
の
考
察
の
資
料
と
す
る
。

調
査
報
告
四
十
六
’
一

解
題

常
磐
松
文
庫
蔵
「
狹
衣
下
紐
」
中
臣
祐
範
奥
書
本

〈
付
）
大
村
由
己
年
譜

ド

奥
田
勲
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○
狭
衣
下
紐
二
帖

○
狭
衣
物
語

○
箱江

戸
中
期
写
、
列
帖
装
桝
型
、
斐
紙
、
縦
十
六
・
○
糎
、
横
十
五
・
三
糎
、
一
頁
十
行
、
一
行
約
十
八
字
、
紺
地
に
金
泥
に
て
秋
草
を

描
き
金
銀
切
箔
・
砂
子
を
散
ら
し
た
る
表
紙
、
金
泥
地
見
返
（
文
様
は
各
冊
異
な
る
）
、
各
冊
に
次
の
諸
印
あ
り
、
「
芸
叢
／
之
印
」
単

廓
朱
方
印
、
「
岡
田
真
／
之
蔵
書
」
複
廓
朱
長
方
印
、
「
芸
／
叢
」
陰
刻
菱
形
朱
印
、
「
実
践
女
子
大
／
学
図
書
館
印
」
単
廓
朱
長
円

形
印
、
「
常
磐
松
文
庫
印
／
七
四
三
○
八
」
（
～
七
四
三
一
こ
単
廓
朱
長
方
印
、

（
題
叢
）
（
雷
文
繋
ぎ
）
（
中
央
）

さ
こ
ろ
も
一
（
二
、
三
、
四
）

桐
材
、
か
ぶ
せ
蓋
、
溜
め
塗
り
、
十
文
字
打
紐
を
付
す
、
列
帖
装
桝
型
本
六
帖
を
収
む
、

（
法
量
）
（
全
て
外
規
）
蓋
縦
十
七
・
九
糎
、
横
十
八
・
七
糎
、
高
七
・
七
糎

身
縦
十
七
・
○
糎
、
横
十
七
・
五
糎
、
高
八
・
六
糎

（
蓋
上
墨
書
）
さ
こ
ろ
も
四
冊

し
た
ひ
も
二
冊

（
伽
考
）
蓋
上
書
は
横
位
置
に
て
書
か
れ
た
れ
ば
、
書
籍
の
向
き
は
そ
れ
と
九
○
度
連
へ
り

四
帖
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こ
の
下
紐
は
奥
書
の
示
す
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
天
正
二
十
年
（
一
五
九
二
）
三
月
九
日
に
中
臣
祐
範
が
著
者
紹
巴
の
許
可
を
得
て
書
写
し
た

も
の
で
あ
る
。
祐
範
は
春
日
社
家
東
路
井
家
で
紹
巴
門
下
の
連
歌
師
で
も
あ
っ
た
。
天
正
十
八
年
（
一
五
九
○
）
四
月
に
独
吟
千
句
（
大
阪
天

満
宮
文
庫
蔵
）
を
成
し
、
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
九
月
十
八
日
の
山
何
百
韻
（
書
陵
部
蔵
）
に
は
、
紹
巴
・
宗
具
ら
と
と
も
に
参
加
し
て
い

る
等
の
連
歌
の
事
績
が
あ
る
。

祐
範
本
の
下
紐
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
注
一
）
紹
巴
の
初
稿
に
最
も
近
い
形
態
を
保
有
し
て
い
る
重
要
な
本
で
あ
る
。
紹
巴

の
加
筆
や
昌
叱
説
の
書
き
入
れ
を
含
ま
な
い
天
正
十
八
年
成
立
の
原
態
が
二
年
後
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
書
写
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
ご
川
崎
佐
知
子
「
『
狭
衣
下
紐
」
諸
本
考
」
（
『
中
古
文
学
」
第
五
十
五
号
、
平
成
七
年
五
月
）

体
裁
等
「
狭
衣
物
語
」
に
同
じ
、
但
し
、
表
紙
は
彩
画
な
し
、
見
返
し
は
金
銀
切
箔
・
砂
子
に
て
横
雲
を
画
く
、

（
題
叢
）
（
雷
文
繋
ぎ
）
（
中
央
）

し
た
ひ
も
一
二
（
三
四
）

（
奥
書
）

此
狭
衣
抄
二
冊
臨
江
斎
紹

被
注
之
依
許
可
書
写
之
早

天
正
廿
年
三
月
日
中
臣

一
冊
臨
江
斎
紹
巴

一
月
日
中
臣
祐
範
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こ
れ
に
続
く
部
分
は
、
賀
茂
神
社
か
ら
感
得
し
た
と
い
う
神
秘
的
な
行
文
で
あ
る
が
、
こ
の
冒
頭
部
分
は
朧
化
し
て
い
る
も
の
の
具
体
的
に
成

立
事
情
を
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
な
が
ら
の
橋
の
あ
た
り
の
人
物
が
物
語
の
収
集
を
し
て
い
て
、
狭
衣
物
語
を
読
む
た
め

に
必
要
を
感
じ
て
紹
巴
に
注
釈
を
依
頼
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
人
物
と
し
て
天
正
頃
に
紹
巴
と
交
流
が
あ
り
、
文
事
に
深
く
関
わ

狭
衣
下
紐
の
諸
本
研
究
は
近
年
急
速
な
深
ま
り
を
見
せ
て
い
る
。
従
来
、
漠
然
と
考
え
ら
れ
て
い
た
成
立
・
流
動
の
様
相
が
き
わ
め
て
具
体

的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
く
種
類
か
の
活
字
本
で
そ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
か
な
り
危
険
で
あ
る
こ
と

さ
え
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
元
々
の
と
こ
ろ
に
立
ち
戻
っ
て
み
た
場
合
、
こ
の
注
釈
書
が
ど
の
よ
う
な
意
図

で
著
述
さ
れ
た
の
か
は
依
然
不
明
で
あ
る
。
な
ぜ
紹
巴
な
の
か
、
な
ぜ
狭
衣
な
の
か
と
い
う
疑
問
は
容
易
に
解
け
そ
う
に
な
い
。
そ
し
て
当

時
、
需
め
に
応
じ
て
こ
の
種
の
著
作
が
な
さ
れ
る
の
が
常
の
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
依
頼
者
は
だ
れ
で
あ
っ
た
か
も
当
然
追
究
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
従
来
問
題
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
筆
者
は
下
紐
の
諸
本
を
調
査
・
紹
介
す
る
過
程
で
、
そ
の
成
立
・
流
動
圏
が
お
の
ず
か

ら
視
野
に
入
っ
て
く
る
に
従
い
、
ひ
と
つ
の
仮
説
を
立
て
る
に
い
た
っ
た
。
ま
ず
、
下
紐
の
序
文
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

此
の
下
紐
と
い
ふ
狭
衣
の
抄
は
、
な
が
ら
の
橋
の
あ
た
り
よ
り
、
よ
る
づ
の
物
語
を
あ
つ
め
給
へ
る
中
に
も
、
筆
の
あ
や
ま
り
を
う
つ
し

け
る
ま
ま
、
こ
と
は
り
た
し
か
な
ら
ざ
る
所
々
を
し
る
す
べ
し
と
有
し
か
ば
、
。
…
。
．
（
常
磐
松
文
庫
寛
佐
奥
書
本
に
適
宜
濁
点
、
読
点
を

補
っ
た
）

（
付
）
大
村
由
己
年
譜

は
じ
め
に

1句『ー
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り
、
大
阪
の
あ
た
り
に
住
ま
い
を
持
つ
と
い
う
条
件
で
考
え
て
ゑ
る
と
、
そ
の
一
人
と
し
て
大
村
由
己
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
も
ち
ろ
ん
他
に
も
想
定
す
べ
き
人
物
は
何
人
か
い
る
し
、
由
己
の
周
辺
の
、
た
と
え
ば
佐
超
の
よ
う
な
存
在
も
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
明
徴
は
な
く
と
も
当
時
大
阪
を
ひ
と
つ
の
拠
点
と
し
、
秀
吉
と
い
う
時
の
権
力
者
の
周
辺
に
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
と
り
つ
つ
文

化
の
中
心
に
い
た
由
己
を
精
査
す
る
こ
と
で
下
紐
の
成
立
の
構
図
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
由
己
の
年
譜
を
こ
こ
に

提
示
す
る
。
あ
る
い
は
見
当
違
い
の
資
料
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
示
し
た
よ
う
に
由
己
を
め
ぐ
っ
て
の
「
文
学
」
の
動
態
は
き
わ
め
て
活

発
か
つ
広
範
囲
で
あ
っ
て
年
譜
自
体
と
し
て
資
料
的
価
値
は
少
な
く
な
い
と
自
負
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
由
己
に
つ
い
て
は
詳
細
な
年
譜

が
、
か
つ
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
こ
と
も
付
記
し
て
お
く
。

七.-屯鐸ﾆｰｰｰｰﾆｰｰｰｪｰｰL…_-ﾆモー 一 癌…
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亨磐松文庫蔵『狭衣下紐』四十六一一

永
禄
三
年
（
一
五
六
○
）
二
五
歳

○
二
・
九
、
何
船
百
韻
に
参
加
か
（
梅
庵
と
あ
り
）
’

天
文
五
年
（
一
五
一
三

○
こ
の
年
、
誕
生
か
。

天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
三
八
歳

五四
、､

一
、

一
一
、

一
一
一
、

／､
、

記
載
順
序
は
、
年
号
・
西
暦
・
由
己
の
年
齢
・
月
日
・
事
跡
・
出
典
を
原
則
と
す
る
。

事
跡
の
記
事
は
、
典
拠
と
し
た
資
料
の
表
記
・
表
現
に
則
っ
て
作
成
し
た
。

出
典
名
の
「
言
経
卿
記
」
は
頻
出
す
る
の
で
（
言
）
と
略
記
し
た
。
な
お
「
言
経
卿
記
』
の
由
己
関
連
記
事
は
文
事
や
重
要
な
動

向
を
示
す
も
の
に
限
っ
て
収
録
し
た
。

⑬
印
を
付
し
た
の
は
参
考
記
事
で
あ
る
。

以
下
の
参
考
文
献
の
恩
恵
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

小
高
敏
郎
「
近
世
初
期
文
壇
の
研
究
』
（
昭
和
三
九
、
明
治
書
院
）

庵
造
巌
「
梅
庵
由
己
伝
補
遺
」
（
『
山
梨
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
」
二
八
、
昭
和
五
二
・
一
二
）

同
「
大
村
由
己
と
藤
原
握
窩
」
（
『
日
本
歴
史
』
昭
和
五
三
。
一
○
）

井
上
宗
雄
「
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
後
期
』
（
昭
和
四
七
、
明
治
書
院
）

本
稿
は
、
実
践
女
子
大
学
上
野
英
子
、
同
大
学
院
博
士
課
程
越
後
敬
子
、
同
修
士
課
程
中
原
香
織
・
藤
原
和
佳
子
・
松
本
智
香
・

三
好
香
織
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
博
士
課
程
庭
山
千
鶴
の
協
力
に
よ
っ
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。

五
三
六
）
一
歳

凡

例

○
こ
の
こ
ろ
よ
り
、
秀
吉
に
仕
え
る
か
。

天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
四
一
歳

②
三
・
一
七
、
山
科
言
経
、
徳
大
寺
へ
桐
壼
・
帯
木
二
冊
返
却
（
言
）

○
二
・
一
八
、
何
培
百
韻
、
紹
巴
・
由
己
・
昌
叱
・
心
前
？
永
種

・
隆
慶
・
兼
如
・
鵺
松
・
春
阿
（
国
会
連
歌
合
集
五
○
・
書
陵
部

・
天
理
）

14丁巧
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天
正
一
四
年
（
一
五
八
六
）
五
一
歳

○
正
・
三
、
山
科
言
経
を
招
き
、
五
日
の
和
歌
会
興
行
に
つ
き
談
合

（
一
一
二
口
）

○
正
・
四
、
和
歌
会
の
先
礼
に
言
経
を
訪
問
、
金
品
を
贈
る
（
言
）

天
正
八
年
（
一
五
八
○
）
四
五
歳

○
一
、
こ
れ
以
前
に
秀
吉
の
お
伽
衆
と
し
て
仕
え

記
』
を
著
す
。

天
正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
五
○
歳

○
七
・
一
○
、
和
泉
貝
塚
に
在
り
し
本
願
寺
顕
如
を
初
め
て
礼
参
し
、

光
寿
同
席
に
て
自
作
の
軍
記
を
読
む
（
顕
如
上
人
貝
塚
御
座
所
日

．
」
）

言
口
、

天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）

○
二
、
『
柴
田
退
治
記
」
を
著
す
。

天
正
一
○
年
（
一
五
八
二
）
四
七
歳

○
二
・
一
八
、
源
氏
物
語
寛
宴
連
歌
、
玖
・
勝
熊
・
玄
旨
・
友
盛
・

安
津
・
由
己
等
（
天
満
宮
）

●
九
・
一
七
、
言
経
、
柳
原
（
淳
光
）
・
正
親
町
（
季
秀
）
・
烏
丸

（
光
宣
）
等
と
共
に
臨
江
斎
紹
巴
（
連
歌
師
）
に
招
か
る
（
言
）

○
一
○
、
『
惟
任
退
治
記
』
を
著
す
。

「
播
州
御
征
伐

○
正
・
五
、
由
己
亭
和
歌
会
始
。
予
（
言
経
）
・
冷
泉
・
四
条
・
橋

本
・
堯
煕
（
山
名
慶
五
郎
、
但
馬
国
）
・
古
継
（
関
白
殿
案
内
、

薄
田
伝
兵
衛
尉
）
・
同
新
栄
三
上
越
前
守
、
真
継
（
後
出
真
隆
、

加
陽
伊
右
衛
門
尉
、
山
名
内
）
等
、
僧
衆
、
禅
高
（
山
名
伊
予
守

入
道
、
豊
国
、
因
幡
国
）
・
紹
空
（
凌
雲
軒
、
本
願
寺
内
医
者
）

・
由
己
（
梅
庵
）
・
半
入
（
殿
下
内
、
佐
久
問
与
六
郎
入
道
、
家

勝
）
・
青
均
（
当
津
者
）
・
光
跡
（
日
取
者
、
殿
下
内
）
・
相
春

（
冨
嶋
入
道
）
・
無
由
・
喜
運
（
医
者
、
京
都
三
条
烏
〔
丸
脱
か
〕

町
者
也
）
等
也
、
当
座
之
時
加
衆
、
秀
隆
・
清
忠
・
久
綱
等
也

（
二
一
口
）

○
正
・
六
、
由
己
亭
漢
和
聯
句
会
（
言
）

○
正
．
一
○
、
由
己
亭
漢
和
聯
句
会
（
言
）

○
正
・
一
二
、
言
経
、
由
己
よ
り
独
吟
百
韻
の
懐
紙
を
借
り
る
（
言
）

○
二
・
二
六
、
何
垣
百
韻
、
於
臨
江
草
庵
、
松
・
紹
巴
・
昌
叱
・
白

・
玄
旨
・
秋
（
大
覚
寺
）
・
心
前
・
輝
資
（
日
野
）
・
玄
以
・
全

宗
・
由
己
・
友
益
（
富
山
県
図
〈
志
田
文
庫
〉
）

○
三
・
八
、
言
経
よ
り
『
冷
泉
家
系
図
』
を
書
き
送
ら
れ
る
（
言
）

○
四
・
二
、
言
経
に
『
紹
巴
独
吟
千
句
』
を
貸
与
（
言
）

○
四
・
三
、
言
経
を
朝
粥
に
招
き
、
百
句
付
の
本
を
貸
与
（
言
）

○
四
・
六
、
由
己
亭
連
歌
会
。
予
（
言
経
）
・
山
名
禅
高
（
豊
国
）

・
由
己
（
梅
庵
）
・
長
春
（
播
州
書
写
山
、
金
蔵
坊
）
・
実
嘉
（
同

山
）
・
光
弥
（
殿
下
内
）
・
文
閑
（
濃
州
衆
）
、
青
均
（
寺
内
衆
）

・
相
春
〔
當
嶋
）
・
重
興
（
三
上
）
・
某
（
執
筆
也
）
（
言
）

○
四
・
七
、
言
経
、
由
己
を
訪
問
し
、
細
川
幽
斎
馳
走
の
事
を
談
合
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す
（
言
）

○
四
・
一
二
、
幽
斎
、
由
己
の
取
り
成
し
に
て
冷
泉
家
相
伝
定
家
自

筆
の
「
三
代
集
』
を
披
見
す
（
言
）

○
四
・
一
三
、
言
経
よ
り
新
写
の
『
連
歌
新
式
』
を
渡
さ
る
（
言
）

○
四
・
一
九
、
言
経
、
言
緒
を
伴
い
由
己
を
訪
問
、
飛
鳥
井
栄
雅
の

詩
歌
を
贈
る
（
言
）

○
四
・
二
六
、
由
己
亭
連
歌
会
、
閑
斎
（
大
智
寺
西
堂
、
讃
州
衆
）

・
小
的
（
言
経
）
（
言
）

○
五
・
一
、
言
経
、
由
己
に
百
句
付
返
却
、
ま
た
由
己
亭
和
漢
聯
句

会
あ
り
、
小
駒
（
言
経
）
・
由
己
・
真
隆
（
加
陽
伊
右
衛
門
尉
）

（
一
二
口
）

○
五
・
二
、
山
何
百
韻
、
紹
巴
・
実
善
・
昌
叱
・
心
前
・
文
閑
・
寿

謙
・
由
己
・
清
長
・
正
繁
・
徳
順
・
紹
与
・
梅
松
（
内
閣
文
庫

〈
墨
海
山
筆
四
〉
）

○
五
・
六
、
由
己
亭
和
漢
聯
句
会
（
言
）

○
五
・
七
、
由
己
亭
夢
想
連
歌
会
。
漢
和
聯
句
会
（
言
）

○
五
・
一
三
、
言
経
、
由
己
よ
り
紹
巴
作
の
「
連
歌
新
式
』
を
借
り

プ
Ｑ
（
三
口
）

○
五
・
一
八
、
言
経
、
由
己
に
『
独
吟
千
句
』
・
『
新
式
『
を
返
す
（
言
）

○
五
・
二
二
、
白
江
正
善
亭
夢
想
連
歌
会
。
予
（
言
経
）
・
下
問
侍

従
法
橋
（
頼
純
）
・
妙
法
院
内
半
蔵
（
今
小
路
大
蔵
）
・
由
己
（
梅

庵
）
他
（
言
）

○
五
・
二
五
、
由
己
亭
連
歌
会
。
予
（
言
経
）
・
禅
高
（
山
名
伊
予

守
入
道
）
・
頼
純
（
下
問
侍
従
法
橋
）
・
由
己
・
「
本
門
衆
」
祐

心
他
。
言
経
、
由
己
に
『
年
代
記
』
を
貸
す
（
言
）

○
五
・
二
六
、
言
経
、
由
己
よ
り
『
職
原
抄
』
を
借
り
る
（
言
）

○
五
・
晦
日
、
言
経
、
由
己
に
『
拾
芥
抄
』
を
貸
す
（
言
）

○
六
・
一
、
山
名
禅
高
亭
法
楽
連
歌
会
。
予
（
言
経
）
・
禅
高
・
頼

純
・
由
己
他
。
（
言
）

○
六
・
九
、
由
己
亭
和
漢
聯
句
会
。
宗
仲
首
座
参
加
（
言
）

○
六
・
二
○
、
言
経
、
由
己
亭
に
て
「
源
氏
物
語
』
を
読
む
。
桐
壼

巻
・
箒
木
巻
少
々
（
言
）

○
六
・
二
五
、
由
己
亭
夢
想
連
歌
会
。
予
（
言
経
）
・
閑
斎
（
大
智

寺
西
堂
）
・
頼
純
（
下
問
侍
従
法
橋
）
・
ト
真
津
田
、
、
入
道
（
殿

下
御
内
）
・
由
己
・
弘
閑
西
坊
社
僧
・
堯
海
池
坊
同
社
僧
・
青
・

元
祐
長
崎
、
、
入
道
・
相
春
冨
嶋
、
、
入
道
・
重
興
、
、
（
三

上
）
・
飛
騨
寺
守
下
侍
内
・
正
三
、
、
．
正
善
善
五
郎
執
筆
（
言
）

○
七
、
こ
の
頃
よ
り
、
天
満
宮
別
当

○
八
・
五
、
由
己
亭
連
歌
会
（
言
）

○
八
・
一
○
、
言
経
よ
り
宗
祇
独
吟
連
歌
を
借
り
る
（
言
）

○
八
・
一
六
、
言
経
に
『
連
歌
至
寶
抄
』
の
書
写
を
嘱
す
（
言
）

○
八
・
二
八
、
言
経
、
梅
庵
に
見
舞
に
罷
向
。
中
島
天
神
社
拝
殿
造

営
（
言
）

○
九
・
一
、
言
経
、
由
己
を
訪
問
。
「
連
歌
至
寶
抄
』
写
本
を
由
己

に
遣
す
。
由
己
亭
連
歌
興
行
。
山
名
禅
高
・
楠
長
詰
・
増
田
長
盛

（
二
一
口
）

○
九
・
九
、
言
経
を
朝
食
に
招
く
。
言
経
、
「
職
原
抄
』
を
返
却
。

ま
た
『
連
歌
至
寶
抄
」
写
本
を
遣
す
（
言
）
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○
九
・
一
九
、
言
経
に
「
天
正
記
』
を
貸
す
（
言
）

○
九
・
二
五
、
由
己
亭
法
楽
連
歌
会
（
言
）

○
九
・
二
七
、
言
経
、
由
己
に
「
天
正
記
』
を
返
す
。
由
己
、
為
満

に
「
韻
府
』
を
貸
す
（
言
）

○
一
○
二
二
、
兼
孝
、
由
己
亭
に
て
「
源
氏
」
を
講
ず
。
和
漢
聯

句
会
（
言
）

○
一
○
・
二
五
、
兼
孝
宇
喜
多
忠
家
亭
に
て
『
源
氏
物
語
』
を
識
ず
。

言
経
・
長
諸
・
由
己
等
参
会
（
言
）

○
二
・
三
、
言
経
、
由
己
よ
り
「
紀
氏
新
撰
集
』
を
借
り
る
。
言

経
、
『
拾
遺
愚
草
』
の
書
写
を
嘱
せ
ら
れ
る
（
言
）

○
一
二
・
一
、
言
経
、
由
己
に
「
拾
遺
愚
草
」
を
書
写
し
贈
る
。

『
紀
氏
新
撰
集
』
を
返
す
。
（
言
）

○
一
二
・
二
、
言
経
、
由
己
に
『
一
枚
年
代
記
」
を
貸
す
（
言
）

○
一
二
・
六
、
言
経
に
『
名
目
抄
』
を
返
す
（
言
）

○
一
二
・
八
、
天
神
社
焼
亡
。
言
経
、
由
己
及
び
朝
盛
を
見
舞
う

（
一
三
口
）

○
一
二
・
一
四
、
言
経
、
由
己
に
「
一
枚
年
代
記
」
の
書
写
を
嘱
せ

ら
れ
る
（
言
）

○
一
二
・
二
五
、
由
己
亭
法
楽
連
歌
会
。
言
経
を
訪
問
（
言
）

天
正
一
五
年
（
一
五
八
七
）
五
二
歳

○
正
・
一
、
言
経
・
為
満
・
隆
昌
、
由
己
亭
に
年
礼
に
赴
く

○
正
・
八
、
為
満
に
和
歌
の
こ
と
を
問
う
（
言
）

○
正
・
九
、
由
己
邸
歌
会
始
。
（
天
正
一
四
年
正
月
五
日
と
ほ
ぼ
同

じ
顔
ぶ
れ
。
他
に
）
溝
江
大
炊
助
長
成
・
中
江
左
兵
衛
尉
栄
継
・

津
田
卜
真
・
片
岡
長
雲
入
道
等
（
言
）

○
正
・
二
五
、
由
己
亭
連
歌
会
（
言
）

○
正
、
二
六
、
由
己
亭
夢
想
連
歌
会
。
願
主
仙
石
秀
久
妻
。
徳
丸
・

千
丸
・
禅
高
・
予
（
言
経
）
（
言
）

○
二
・
一
六
、
由
己
、
細
川
幽
斎
に
言
経
勅
勘
宥
免
の
取
り
成
し
を

依
頼
す
（
言
）

○
二
・
二
○
、
秀
吉
島
津
征
討
出
馬
。
由
己
屋
従
に
つ
き
扇
を
賎
す

○
二
・
三
○
、
言
経
、
為
満
と
共
に
由
己
出
陣
の
暇
乞
い
に
赴
く

（
三
口
）

○
三
・
二
六
、
赤
間
宮
奉
納
和
歌
短
冊
（
下
関
二
千
年
史
）

○
六
・
一
八
、
箱
崎
松
原
和
歌
会
短
冊

○
七
・
一
五
、
言
経
、
由
己
亭
を
訪
問
。
月
見
和
漢
聯
句
（
言
）

○
八
・
二
三
、
由
己
亭
聯
句
会
（
言
）

○
八
・
二
七
、
由
己
、
兼
隆
を
招
請
す
。
和
漢
聯
句
興
行
（
言
）

○
九
・
四
、
言
経
に
「
天
正
記
』
の
書
写
を
依
頼
す
（
言
）

○
九
・
五
、
言
経
、
由
己
よ
り
『
三
源
一
覧
』
を
借
り
る
（
言
）

○
一
○
・
七
、
秀
吉
よ
り
河
内
高
安
内
に
て
百
四
十
石
の
地
を
充
行

わ
れ
る
（
言
）

○
一
一
・
一
○
、
宇
喜
多
忠
家
、
由
己
に
「
源
氏
物
語
」
宿
木
を
書

写
し
送
る
（
言
）

○
一
一
・
二
、
由
己
亭
に
て
和
漢
Ⅷ
句
興
行
（
言
）

○
一
一
・
二
八
、
何
垣
百
韻
、
玄
以
法
印
・
松
・
秋
・
紹
巴
法
橋
・

白
・
昌
叱
・
友
盛
朝
臣
・
玄
旨
法
印
・
心
前
・
頼
隆
朝
臣
・
由
己
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天
正
一
六
年
（
一
五
八
八
）
五
三
歳

○
正
・
四
、
由
己
邸
歌
会
始
。
予
（
山
科
言
経
）
・
冷
泉
・
四
条
・

勝
俊
（
殿
下
御
内
、
木
下
式
部
大
甫
。
長
輔
子
）
・
古
継
（
殿
下

御
内
、
薄
田
若
狭
守
）
・
長
治
（
殿
下
御
内
。
平
野
大
炊
頭
）
・

長
成
（
殿
下
御
内
、
溝
江
大
炊
助
）
・
正
善
（
殿
下
御
内
、
白
江

善
五
郎
）
・
長
康
（
安
津
内
、
ア
タ
キ
右
近
允
）
・
長
請
（
殿
下

御
内
、
楠
河
内
守
入
道
〈
正
虎
〉
、
式
部
卿
法
印
）
・
安
津
（
殿
下

案
内
、
宇
喜
田
忠
家
入
道
〈
忠
家
〉
、
式
部
卿
法
印
）
・
半
入
（
殿

下
御
内
、
佐
久
間
与
六
郎
入
道
〈
家
勝
〉
）
・
由
己
（
殿
下
御
内
）
・

光
跡
（
殿
下
御
内
）
・
良
三
・
祐
恵
（
寺
内
）
・
任
世
（
安
津
内
）

・
寿
正
（
白
江
入
道
）
、
読
師
（
予
）
・
講
師
長
請
（
言
）

○
正
・
九
、
白
江
寿
正
に
て
連
歌
。
予
（
小
駒
、
言
経
）
・
冷
（
乙

虎
）
・
四
（
ト
也
）
・
由
己
・
正
善
・
任
世
・
永
春
・
誉
次
（
言
）

○
正
・
九
、
由
己
、
和
歌
会
の
事
を
興
門
（
佐
超
）
に
礼
せ
ん
と
し
、

言
経
に
同
道
を
依
頼
、
参
謝
す
（
言
）

・
全
宗
法
印
・
友
益
（
国
会
〈
連
歌
合
集
四
四
〉
・
九
大
細
川
文

庫
・
京
大
平
松
文
庫
・
天
理
）

○
一
二
・
一
三
、
為
満
第
連
歌
会
。
予
（
言
経
）
・
冷
（
為
満
）
・

四
・
由
己
等
（
言
）

○
一
二
・
二
○
、
伏
屋
十
内
亭
夢
想
連
歌
会
。
一
盛
・
由
己
・
予

（
言
経
）
（
言
）

○
一
二
・
二
五
、
中
島
天
神
社
に
参
詣
。
由
己
亭
に
て
法
楽
連
歌
興

行
、
予
（
言
経
）
・
山
名
農
五
郎
（
堯
煕
？
）
・
由
己
等
（
言
）

○
二
・
三
、
帰
坂
、
言
経
よ
り
診
脈
投
薬
せ
ら
る
（
言
）

○
二
・
四
、
白
江
正
善
五
郎
亭
夢
想
連
歌
。
正
善
・
予
（
言
経
）
・

ト
也
（
四
条
）
・
乙
虎
（
冷
泉
）
・
由
己
・
寿
正
（
白
江
）
・
夢

梅
・
城
俊
・
陣
一
・
永
春
等
（
言
）

○
二
・
八
、
永
春
亭
連
歌
。
永
春
・
由
己
・
冷
・
予
・
四
・
冑
均
・

白
江
寿
正
・
同
善
五
郎
・
任
世
・
城
俊
・
陣
一
等
（
言
）

○
二
・
一
○
、
言
経
、
由
己
の
依
頼
に
よ
り
聚
楽
第
和
歌
会
記
を
書

き
送
る
。
ま
た
、
梅
庵
ｌ
甚
兵
に
薬
を
遣
わ
す
。

○
二
・
一
二
、
冷
泉
亭
連
歌
会
。
予
（
言
経
）
・
冷
・
四
・
梅
庵
・

光
弥
・
寿
正
・
善
五
郎
・
任
世
・
永
春
・
陣
一
等
（
言
）

○
二
・
一
六
、
言
経
を
粥
に
招
く
、
白
江
善
五
郎
同
道
。
出
雲
国
大

社
女
神
子
色
々
神
歌
・
小
歌
・
舞
・
夢
想
連
歌
、
願
主
・
由
己
・

予
（
言
経
）
（
言
）

○
二
・
一
九
、
寺
町
光
直
（
孫
右
衛
門
尉
）
亭
連
歌
会
。
安
津
（
宇

喜
多
忠
家
）
・
光
直
（
宇
喜
多
宰
相
秀
家
殿
御
内
、
寺
町
）
・
貞

親
（
宇
喜
多
宰
相
秀
家
殿
御
内
、
長
船
越
中
守
）
・
家
利
（
宇
喜

多
宰
相
秀
家
殿
御
内
、
豊
前
守
）
・
小
駒
（
予
）
・
由
己
（
梅
庵
、

寺
内
）
等
（
言
）

○
二
・
二
一
、
言
経
に
「
源
氏
物
語
絵
詞
」
を
貸
す
。
由
己
、
上
洛

に
つ
き
、
言
経
、
書
を
送
り
、
細
川
幽
斎
に
身
上
赦
免
執
成
し
の

依
頼
を
請
う
。
白
江
善
五
郎
亭
連
歌
、
由
己
・
予
（
言
経
）
・
正

善
・
冷
（
言
）

○
三
・
九
、
下
坂
す
（
言
、
十
日
条
）

○
三
・
二
○
、
由
己
亭
連
歌
会
。
宇
喜
多
安
津
（
忠
家
、
但
不
出
座
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・
由
己
・
貞
親
（
長
船
越
中
守
、
ウ
キ
タ
（
秀
家
）
宰
相
殿
御

内
）
・
家
利
（
岡
豊
前
守
、
同
御
内
）
・
道
悦
（
□
口
花
房
入
道
、

同
御
内
）
・
光
直
（
寺
内
ｌ
、
同
御
内
）
・
禅
高
（
山
名
豊
国
）
・

予
（
言
経
）
・
長
請
（
楠
入
道
）
・
栄
継
（
中
江
左
兵
衛
尉
、
但
不

出
座
）
・
友
龍
（
清
臺
寺
、
宰
相
殿
御
内
）
・
玄
正
（
橘
、
宰
相
殿

御
内
）
・
任
世
（
安
津
内
）
・
長
康
（
ア
キ
タ
右
近
、
執
筆
）
（
言
）

○
四
・
二
、
言
経
、
由
己
邸
訪
問
（
言
）

○
四
・
一
三
、
言
経
に
衣
文
の
事
を
依
頼
す
（
言
）

○
四
・
二
○
～
四
・
二
五
、
行
幸
記
録
を
書
か
ん
と
し
言
経
に
談
合

す
（
言
）

○
五
・
三
、
言
経
、
在
洛
の
由
己
に
奉
公
先
斡
旋
依
頼
の
書
状
を
送

る
（
言
）

○
閨
五
・
三
、
言
経
よ
り
『
三
源
一
覧
』
全
部
一
○
冊
返
却
さ
る

（
一
三
百
）

○
閨
五
・
八
、
漢
和
聯
句
、
西
咲
・
玄
旨
・
兼
続
・
有
節
・
紹
巴
・

素
然
・
昌
叱
・
清
斎
・
有
和
・
心
前
・
寿
三
・
由
己
・
友
益
（
北

岡
文
庫
）

○
閏
五
・
一
四
、
言
経
、
由
己
邸
を
訪
問
し
、
「
聚
楽
第
行
幸
記
』

を
披
閲
す
（
言
）

○
閨
五
・
一
七
、
言
経
を
朝
餐
に
招
く
。
言
経
に
「
聚
楽
第
行
幸

記
』
の
書
写
を
依
頼
す
（
言
）

○
六
・
一
、
冷
泉
為
満
に
招
か
る
（
言
）

○
七
・
二
五
、
為
満
に
定
家
筆
跡
の
鑑
定
を
求
め
る
（
言
）

○
八
・
一
五
、
聚
楽
第
観
月
歌
会
（
豊
公
歌
集
）

○
九
・
六
、
言
経
、
昨
夜
、
帰
坂
の
由
己
を
訪
問
（
言
）

○
九
・
一
六
、
由
己
邸
に
於
て
深
水
宗
方
連
歌
興
行
。
予
（
言
経
）

・
禅
間
（
山
名
入
道
）
・
勢
辰
（
甚
蔵
坊
法
印
、
肥
後
国
衆
）
・

古
継
（
薄
田
若
狭
守
）
・
頼
純
（
下
問
侍
従
法
橋
）
・
家
勝
（
佐

久
間
与
六
郎
入
道
）
・
由
己
・
勝
久
（
粟
屋
越
中
守
入
道
）
・
光

直
（
寺
内
孫
右
衛
門
尉
、
宰
相
殿
内
）
・
宗
方
（
フ
カ
ミ
入
道
、

嶋
津
内
）
・
祐
恵
（
寺
内
衆
）
・
忍
清
（
宇
喜
多
安
津
内
）
・
繁

清
（
住
吉
社
食
人
）
・
永
弘
（
千
石
権
兵
衛
内
）
・
重
種
（
執
筆
、

大
坂
衆
）
等
（
言
）

○
九
・
一
九
、
言
経
、
依
頼
の
「
六
家
集
抄
出
』
を
持
参
（
言
）

○
九
・
二
○
、
言
経
を
招
き
、
連
歌
二
折
（
言
）

○
九
・
二
四
、
由
己
亭
連
歌
会
。
楠
入
道
長
諸
（
正
虎
）
・
言
経
等

連
歌
一
折
（
先
日
の
残
り
）
（
言
）

○
九
・
二
五
、
言
経
、
天
神
社
に
参
詣
、
次
い
で
由
己
邸
連
歌
会
、

予
（
言
経
）
・
由
己
・
光
弥
・
祐
恵
・
秀
斎
（
千
石
権
兵
衛
内
、

執
筆
）

○
九
・
二
六
、
但
馬
へ
湯
治
に
赴
く
（
言
、
二
八
日
条
）

○
一
○
・
二
三
、
言
経
、
由
己
室
に
音
信
す
（
由
己
、
未
だ
湯
治
よ

り
帰
宅
せ
ず
）
（
言
）

○
二
・
一
、
言
経
、
昨
夜
帰
宅
の
由
己
を
訪
う
（
言
）

○
二
・
三
、
言
経
の
独
吟
（
夏
に
由
己
に
遣
わ
せ
る
も
の
）
に
加

点
。
言
経
に
綿
を
贈
ら
る
。
ま
た
、
冷
泉
為
満
蔵
の
「
東
玻
集
』

．
「
山
谷
集
」
を
言
経
よ
り
借
り
る
（
言
）

○
二
・
四
、
言
経
よ
り
『
冷
泉
本
毛
詩
」
・
『
礼
記
』
を
借
り
る
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四十六一一常磐松文庫蔵『狹衣下紐』

天
正
一
七
年
（
一
五
八
九
）
五
四
歳

○
正
・
四
、
言
経
・
為
満
・
隆
昌
、
由
己
を
訪
い
和
歌
の
こ
と
を
談

今
口
（
一
一
言
）

○
二
・
二
六
、
言
経
に
『
至
宝
抄
』
の
書
写
を
依
頼
（
言
）

○
二
・
二
七
、
由
己
亭
聯
句
会
（
言
）

○
一
二
・
四
、
言
経
、
『
至
宝
抄
』
の
書
写
を
完
了
、
由
己
に
届
け

ヲ
。
（
一
言
）

○
一
二
・
二
九
、
由
己
、
秀
吉
よ
り
不
興
を
許
さ
れ
る
（
言
）

（
二
口
）

○
二
・
六
、
易
林
亭
聯
句
会
。
周
長
（
夢
梅
子
十
二
句
、
天
龍

寺
妙
智
院
弟
子
、
喝
食
）
・
由
己
（
三
十
一
句
）
・
小
駒
（
言
経
、

二
十
一
句
）
・
宗
瑞
（
十
八
句
、
欽
斎
、
東
国
衆
）
・
景
治
（
十

句
、
天
龍
寺
妙
智
院
内
に
学
問
、
興
門
内
橋
〈
端
〉
坊
子
）
易
林

（
八
句
、
夢
梅
斎
）
（
言
）

○
一
一
・
七
、
聯
句
続
行
（
言
）

○
二
・
八
、
「
東
玻
集
」
・
「
山
谷
集
」
を
言
経
に
返
却
（
言
）

○
二
・
一
四
、
言
経
、
由
己
を
訪
い
『
源
氏
物
語
」
を
校
合
（
言
）

○
二
・
一
五
、
言
経
、
本
願
寺
光
壽
内
衆
宮
部
丹
波
守
秀
吉
の
臣

平
野
長
治
へ
の
周
旋
を
請
う
た
め
、
由
己
と
談
合
し
両
人
よ
り
書

状
を
遣
わ
す
。
由
己
に
聯
句
及
び
和
漢
聯
句
等
の
懐
紙
を
借
り
る

（
一
三
口
）

○
二
・
一
八
、
言
経
、
由
己
よ
り
平
野
長
治
の
返
書
を
受
領
す

（
一
三
口
）

○
正
・
五
、
由
己
亭
和
歌
会
始
。
言
経
・
冷
泉
・
四
条
・
道
斎
・
古

継
・
長
康
・
重
種
・
法
中
・
長
諸
・
安
津
（
宇
喜
多
入
道
）
・
禅

高
・
半
入
・
由
己
・
忍
清
・
宗
安
・
城
沢
等
（
言
）

○
正
・
六
、
由
己
亭
夢
想
連
歌
会
。
願
主
仙
石
秀
久
（
言
）

○
二
・
七
、
細
川
玄
旨
邸
歌
会
、
秀
吉
・
公
速
・
晴
季
・
道
澄
・
晴

豊
・
全
宗
・
基
孝
・
輝
資
・
雅
継
・
昌
叱
・
紹
巴
・
実
条
・
永
孝

・
宗
易
・
由
己
・
親
綱
・
玄
以
・
忠
與
・
玄
旨
（
良
恕
聞
書
第
一

『
叢
塵
集
」
・
御
五
時
代
和
歌
）

○
二
・
二
六
、
何
人
百
韻
、
紹
巴
・
長
澄
・
玄
旨
・
昌
叱
・
禅
高
・

安
津
・
似
生
・
新
慶
・
玄
価
・
能
札
・
由
己
・
一
千
世
（
京
大
平

松
〈
集
連
の
内
〉
・
天
満
宮
）

○
三
・
一
三
、
為
満
に
硯
を
借
り
る
（
言
）

○
四
・
一
五
、
定
家
の
筆
跡
を
見
た
き
者
の
た
め
に
言
経
に
為
満
へ

の
取
り
成
し
を
請
う
（
言
）

○
四
・
一
六
、
言
経
、
由
己
の
使
者
に
為
満
所
蔵
の
定
家
筆
跡
を
渡

す
（
言
）

○
四
・
二
六
、
何
人
百
韻
、
紹
巴
・
法
悦
・
昌
叱
・
英
枯
・
由
己
・

恕
慶
・
永
純
・
友
益
・
玄
価
・
紹
忍
・
長
俊
・
為
暁
・
一
千
代

（
国
会
〈
連
歌
合
集
二
・
四
三
〉
・
天
理
綿
屋
・
天
満
宮
）

○
五
・
三
、
為
満
に
定
家
の
筆
跡
を
返
却
（
言
）

○
七
・
二
八
、
「
天
正
記
」
の
清
書
を
言
経
に
嘱
す
（
言
）

○
七
・
三
○
、
言
経
、
由
己
に
「
天
正
記
』
の
う
ち
金
銀
の
記
（
金

賦
の
記
）
・
『
大
政
所
御
煩
平
愈
記
」
一
冊
を
清
書
し
送
る
（
言
）

○
八
・
六
、
言
経
に
「
天
正
記
』
の
う
ち
金
銀
の
記
（
金
賦
の
記
）
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○
八
・
一
三
、
言
経
に
「
伊
勢
物
語
注
」
を
貸
す
（
言
）

○
八
・
一
八
、
言
経
に
「
官
班
記
」
の
書
写
を
依
頼
（
言
）

○
九
・
一
、
言
経
、
興
正
院
佐
超
を
訪
い
由
己
の
『
天
正
記
』
を
読

む
を
聴
く
（
言
）

○
九
・
二
、
言
経
よ
り
「
官
班
記
』
を
送
ら
れ
る
（
言
）

○
九
・
一
三
、
言
経
に
一
一
‐
天
正
記
』
の
う
ち
西
国
征
伐
の
巻
の
清
書

を
依
頼
す
（
言
）

○
九
・
一
四
、
言
経
と
「
天
正
記
』
の
う
ち
若
公
御
誕
生
の
記
に
つ

い
て
談
合
（
言
）

○
九
・
一
五
、
言
経
よ
り
『
天
正
記
」
の
う
ち
若
公
御
誕
生
の
記
を

送
ら
れ
る
（
言
）

○
九
・
二
○
、
言
経
に
『
天
正
記
』
の
う
ち
若
公
御
誕
生
の
記
を
貸

す
（
言
）

○
九
・
二
一
、
言
経
に
西
国
征
伐
の
巻
の
清
書
を
依
頼
す
。
為
満
に

麿
百
首
を
返
却
す
る
こ
と
を
言
経
に
依
頼
（
言
）

○
一
○
・
二
○
、
言
経
よ
り
西
国
征
伐
の
巻
を
送
ら
れ
る
（
言
）

○
一
○
・
二
九
、
言
経
に
「
伊
勢
物
語
抄
』
と
「
三
賢
抄
」
を
貸
す

（
一
一
二
口
）

○
一
二
・
二
二
、
言
経
に
手
本
を
見
せ
る
。
定
家
卿
仮
名
遣
と
同
筆

○
八
・
一

（
｜
三
日
）

を
貸
す
（
言
）

○
八
・
九
、
『
天
正
記
』
の
う
ち
御
産
の
巻
を
作
る
。
言
経
に
堂
上

衆
の
次
第
に
つ
き
不
審
を
質
す
（
言
）

○
八
・
一
二
、
言
経
、
為
満
所
蔵
の
定
家
筆
跡
を
由
己
に
持
参
す

天
正
一
八
年
（
一
五
九
○
）
五
五
歳

○
正
・
五
、
言
経
に
『
暦
数
』
を
貸
す
（
言
）

○
正
・
一
三
、
由
己
亭
和
歌
会
始
。
言
経
・
帥
法
師
（
歓
仲
）
・
安

津
法
師
（
宇
喜
多
忠
家
）
・
禅
高
（
山
名
）
・
半
入
（
佐
久
間
家

勝
）
・
長
治
（
平
野
）
・
光
弥
・
永
純
（
西
国
連
歌
師
）
・
忍
渭

（
安
津
内
）
他
（
言
）

○
正
．
二
四
、
歌
会
始
の
懐
紙
綴
込
を
言
経
に
依
頼
（
言
）

○
二
・
九
、
言
経
に
「
天
正
記
」
の
う
ち
「
西
国
征
伐
之
記
」
の
書

写
を
依
頼
（
言
）

○
二
・
一
七
、
言
経
よ
り
『
西
国
征
伐
之
記
』
の
書
写
届
（
言
）

○
九
・
二
五
、
由
己
亭
連
歌
会
。
梅
松
（
由
己
小
児
）
・
小
豹
（
言

経
）
・
祐
恵
・
光
弥
・
晴
長
（
由
己
内
）
（
言
）

○
九
・
二
六
、
言
経
、
昨
日
連
歌
会
の
懐
紙
を
所
望
。
晩
に
返
却
あ

り
○
九
・
二
九
、
言
経
よ
り
「
暦
数
』
返
却
。
秀
吉
の
有
馬
湯
治
に
随

従
（
言
）

●
初
冬
、
狭
衣
下
紐
成
る
（
自
序
に
よ
る
）

○
二
・
二
一
、
懐
旧
百
韻
、
紹
巴
・
頼
蔵
・
昌
叱
・
由
己
・
玄
価

・
等
与
・
恕
云
・
了
程
・
勢
康
・
宗
頓
・
玄
陽
・
小
梅
（
国
会

○
益冬か

、

（
二
一
口
）

初
何
百
韻
、
紹
巴
・
白
・
昌
叱
・
量
保
・
俊
孝
・
玄
価
・
友

由
己
・
玄
勝
・
時
能
・
勝
熊
。
執
筆
一
千
代

（
注
）
小
高
敏
郎
「
近
世
初
期
文
壇
の
研
究
」
に
よ
る
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四十六一一常磐松文庫蔵『狹衣下紐』

天
正
一
九
年
（
一
五
九
こ
五
六
歳

○
正
・
五
、
由
己
・
兼
如
両
吟
百
韻
、
紹
巴
点
（
天
満
宮
、
連
歌
年

立
で
は
六
日
）

○
正
．
一
九
、
何
路
百
韻
、
昌
叱
・
兼
如
・
紹
巴
・
応
其
上
人
・
由

己
・
玄
価
・
新
慶
・
長
澄
・
寿
三
・
長
俊
・
慶
広
・
正
益
・
小
梅

（
連
歌
合
集
五
ご

○
正
・
晦
、
和
漢
百
韻
、
紹
巴
・
珸
甫
・
惟
杏
・
昌
叱
・
友
益
・
玄

価
・
覚
甫
・
由
己
・
寿
恩
・
令
柔
・
了
程
（
書
陵
部
）

○
閨
正
・
二
六
、
何
人
百
韻
、
紹
巴
法
橋
・
玄
以
法
印
・
久
大
・
日

大
・
昌
叱
・
右
衛
・
雅
継
朝
臣
・
英
枯
・
由
己
法
橋
・
玄
価
・
寿

恩
・
友
益
・
景
敏
（
国
会
〈
連
歌
合
集
五
○
〉
）

○
二
・
五
、
言
経
よ
り
「
二
十
四
孝
詩
注
』
「
伊
勢
物
語
』
「
同
歌

注
」
等
返
却
。
『
遁
遥
院
短
冊
」
を
贈
る
（
言
）

○
二
・
九
、
言
経
に
手
本
・
後
柏
原
院
楽
目
六
一
枚
・
中
山
宣
親
短

冊
・
宗
世
（
飛
鳥
井
雅
康
）
短
冊
・
堯
孝
法
印
書
状
等
を
貸
与

（
三
口
）

○
二
・
二
一
、
言
経
よ
り
「
年
代
記
」
の
書
写
届
く
（
言
）

○
二
・
二
六
、
言
経
と
、
徳
川
家
康
と
直
談
の
件
、
雑
談
（
言
）

○
二
・
二
八
、
言
経
よ
り
「
摂
家
系
図
』
届
く
（
言
）

○
二
・
三
○
、
言
経
と
同
行
し
、
家
康
亭
に
赴
き
直
談
。
言
経
、

『
公
事
根
源
抄
』
『
遁
遥
院
三
首
懐
紙
』
等
を
家
康
に
贈
る
（
言
）

〈
連
歌
合
集
二
・
四
六
〉
・
天
理
綿
屋
・
天
満
宮
）

○
二
・
二
七
、
言
経
に
『
二
十
四
孝
カ
ナ
注
」
を
貸
与
（
言
）

○
三
・
一
、
中
嶋
（
佐
超
室
）
宛
、
言
経
室
・
冷
泉
為
満
ら
の
害
を

預
か
る
（
言
）

○
三
・
五
、
言
経
、
由
己
亭
に
て
朝
食
。
後
、
家
康
に
対
面
（
仲
介

者
は
由
己
か
）
（
言
）

○
三
・
六
、
言
経
よ
り
『
清
花
系
図
Ｐ
』
等
の
清
書
届
く
。
興
山
上

人
（
応
其
）
に
依
頼
し
、
文
庫
建
立
（
言
）

○
三
・
八
、
江
戸
大
納
言
（
家
康
）
亭
に
て
、
言
経
と
合
流
（
言
）

●
三
・
九
、
某
、
狭
衣
下
紐
一
覧
（
賜
明
文
庫
尚
胴
本
奥
書
）

○
三
・
一
三
、
言
経
よ
り
、
冷
泉
為
淌
送
付
の
『
藤
原
定
家
の
懸

字
』
三
、
「
寂
然
（
藤
原
行
能
）
筆
』
等
届
く
。
夜
、
言
経
来
訪
。

言
経
・
冷
泉
為
満
・
四
条
隆
昌
ら
、
六
条
寺
内
居
住
許
諾
の
件
に

つ
き
、
民
部
卿
前
田
玄
以
へ
紹
介
の
と
こ
ろ
、
受
諾
あ
り
（
言
）

○
三
・
一
四
、
言
経
に
同
道
し
て
、
字
喜
多
安
津
法
印
（
忠
家
）
・

江
戸
侍
従
（
徳
川
秀
忠
）
を
訪
問
（
言
）

○
三
・
一
五
、
言
経
に
「
源
氏
系
図
」
の
書
写
を
依
頼
（
言
）

○
三
・
一
七
、
言
経
来
訪
。
『
後
小
松
院
衰
筆
』
『
御
士
御
門
院
戻

筆
』
古
筆
短
冊
十
数
枚
「
広
韻
』
「
白
氏
文
集
』
の
一
冊
・
『
源
氏

聞
害
」
等
譲
渡
あ
り
。
ま
た
『
大
学
』
二
冊
・
『
駒
府
」
二
冊
・

『
玉
篇
』
等
の
油
却
を
依
頼
（
言
）

○
三
・
一
八
、
言
経
よ
り
古
筆
短
冊
を
受
領
。
ま
た
『
源
氏
物
語
一

枚
系
図
」
の
清
書
を
受
領
（
言
）

○
三
・
二
五
、
上
洛
し
、
旅
宿
の
言
経
を
訪
問
（
京
都
誓
願
寺
阿
弥

陀
本
尊
移
御
等
の
見
物
か
）
（
言
）

○
三
・
二
七
、
言
経
よ
り
「
冷
泉
家
系
図
』
の
清
書
を
受
領
（
言
）
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○
三
・
二
八
、
堺
へ
使
者
を
送
る
。
併
せ
て
冷
泉
為
満
と
言
経
室
宛
、

言
経
書
状
を
届
け
し
む
。
近
衛
信
輔
訪
問
。
留
守
中
、
言
経
来
訪
。

か
っ
て
室
に
申
し
お
き
し
皮
籠
一
箱
（
日
記
・
お
り
す
ぢ
・
あ
さ

き
の
こ
そ
で
等
衣
裳
、
家
康
よ
り
訓
へ
の
草
子
紙
三
丁
百
五
十
枚

等
）
を
渡
す
（
言
）

○
三
頃
、
近
衛
信
尹
、
由
己
に
言
及
し
「
殿
下
御
近
習
之
人
」
と
記

し
、
天
正
記
の
作
者
と
す
（
三
茨
院
記
）

○
四
・
二
、
猪
苗
代
兼
如
と
同
道
し
て
、
言
経
の
旅
宿
所
文
珠
院
を

訪
問
。
連
歌
を
興
行
す
。
由
己
・
言
経
・
兼
如
・
応
其
上
人
他
四

人
（
言
）

○
四
・
二
二
、
細
川
幽
斎
と
同
道
し
て
、
応
其
上
人
を
訪
問
。
言
経

等
と
狂
句
漢
和
聯
句
を
興
行
（
言
）

○
四
・
二
三
、
言
経
を
招
き
、
新
築
文
庫
の
二
階
を
住
居
に
提
供

（
二
一
口
）

○
四
・
二
七
、
和
漢
百
韻
、
玄
旨
・
西
咲
・
玄
圃
・
紹
巴
・
昌
叱
・

由
己
・
有
和
・
有
節
・
英
甫
・
宗
巴
（
書
陵
部
・
広
島
大
福
井
文

庫
・
刈
谷
図
）

○
五
・
一
五
、
言
経
、
冷
泉
為
満
・
四
条
隆
昌
等
の
上
京
に
際
し
、

由
己
へ
の
書
状
を
託
す
（
言
）

○
八
・
七
、
言
経
、
『
世
尊
寺
・
飛
鳥
井
等
系
図
』
清
書
を
持
参
（
言
）

○
九
・
三
、
言
経
を
招
き
、
屏
風
に
古
筆
切
を
貼
る
こ
と
に
つ
き
談

合
（
言
）

○
九
二
○
、
言
経
と
古
筆
勘
物
の
こ
と
談
合
（
言
）

○
一
○
・
二
七
、
宇
喜
多
安
津
（
忠
家
）
他
来
訪
。
薄
暮
、
言
経
来

訪
、
一
泊
し
聯
句
十
句
興
行
。
由
己
・
小
駒
（
言
経
）
・
宗
就
（
関

東
衆
）
・
光
華
（
藤
原
慢
窩
）
（
言
）

○
一
○
・
二
八
、
言
経
等
と
聯
句
続
行
（
言
）

○
二
、
藤
原
猩
窩
、
由
己
の
「
君
臣
小
伝
」
に
賊
文
を
寄
せ
る

（
猩
窩
先
生
文
集
）

○
二
、
柴
立
、
「
梅
落
古
筆
伝
』
に
序
文
を
寄
す
。

○
一
二
・
九
、
言
経
来
訪
（
言
）
。
和
漢
百
韻
、
白
・
由
己
・
西
咲

長
座
・
紹
巴
・
玄
以
・
昌
叱
・
有
節
・
紹
宥
・
菊
齢
・
玄
価
・
友

益
（
書
陵
部
・
京
大
平
松
・
広
島
大
福
井
文
庫
・
刈
谷
図
）

○
一
二
・
二
四
、
由
己
亭
（
洛
中
）
歌
会
。
言
経
・
龍
野
侍
従
（
木

下
勝
俊
）
・
幽
斎
（
細
川
藤
孝
）
・
今
河
入
道
（
氏
真
）
・
楠
長

請
・
三
上
越
前
守
（
新
栄
）
・
溝
江
大
炊
助
（
長
成
）
・
道
節
（
鳥

飼
）
・
能
札
・
等
安
・
宗
就
等
（
言
）

○
一
二
・
二
六
、
言
経
、
『
職
原
抄
之
抄
』
『
系
図
』
等
返
却
（
言
）

○
一
二
・
二
八
、
言
経
、
『
玉
篇
』
代
と
し
て
米
一
石
を
持
参
（
言
）

天
正
二
○
年
（
文
禄
元
）
（
一
五
九
二
）
五
六
歳

○
正
・
九
、
何
木
百
韻
、
紹
巴
法
橋
・
玄
旨
法
印
・
白
・
日
野
大
納

言
（
輝
資
）
・
昌
叱
・
雅
継
朝
臣
・
氏
長
・
由
己
法
橋
・
安
津
法

印
・
玄
価
・
友
益
・
長
澄
・
景
敏
・
融
成
・
宗
巴
（
国
会
〈
連
歌

合
集
四
四
〉
・
天
理
）

○
正
・
二
五
、
言
経
と
聚
楽
亭
行
幸
の
見
物
場
所
に
つ
き
談
合
。
佐

竹
築
地
辰
巳
角
の
五
六
帖
と
す
（
言
）

○
正
．
二
六
、
言
経
室
等
、
佐
超
室
と
と
も
に
由
己
の
馳
走
に
よ
り

－146－



四十六一一常磐松文庫蔵「狹衣下紐』

○
三
・
二
三
、
言
経
、
暇
乞
い
の
為
来
訪
。
由
己
、
隆
昌
に
『
長
秋

詠
藻
』
を
贈
る
（
言
）

○
三
・
二
六
、
秀
吉
、
肥
前
名
護
屋
に
向
け
出
陣
、
由
己
同
道
か
。

●
三
、
中
臣
祐
範
、
「
狭
衣
下
紐
』
を
紹
巴
の
許
可
を
得
て
書
写
（
実

践
女
子
大
学
常
磐
松
文
庫
本
奥
書
）

○
春
、
紹
巴
、
由
己
出
陣
に
際
し
歌
文
を
贈
る
。

○
春
、
藤
原
猩
窩
、
同
じ
く
『
梅
蓄
老
人
韻
』
を
贈
る
。

○
一
二
下
旬
、
金
剛
寺
に
高
麗
の
阿
弥
陀
如
来
画
像
を
施
入
か
（
金

剛
寺
文
言
、
庵
造
昭
五
二
）

○
三
・
二
○
、
言
経
よ
燭

○
三
・
二
一
、
言
経
、
、

枚
帝
王
系
図
』
を
贈
合

論
』
等
を
贈
る
（
言
）

○
二
・
十
二
、
言
経
よ
り
『
源
平
系
図
』
を
書
き
送
ら
れ
る
（
言
）

○
二
・
二
四
、
徳
川
家
康
上
洛
す
。
由
己
第
を
訪
い
宿
す
（
言
）

○
二
・
二
五
、
言
経
、
由
己
と
共
に
家
康
を
訪
い
、
『
拾
芥
抄
』
を

書
写
し
贈
る
。
言
経
と
共
に
三
上
越
前
守
新
慶
の
連
歌
に
赴
く

（
三
口
）

○
三
・
一
○
、
言
経
、
由
己
の
案
内
に
て
始
め
て
秦
宗
巴
を
訪
う
。

由
己
第
に
て
、
言
経
、
為
将
に
千
首
題
を
教
え
る
。
言
経
に
、
家

成
よ
り
家
康
よ
り
の
扶
持
米
交
付
の
報
あ
り
（
言
）

○
三
・
二
○
、
言
経
よ
り
「
一
枚
年
代
記
』
を
書
き
送
ら
れ
る
（
言
）

○
三
・
二
一
、
言
経
、
出
陣
暇
乞
い
の
為
来
訪
、
二
百
文
及
び
『
一

枚
帝
王
系
図
』
を
贈
ら
る
。
由
己
、
言
経
に
「
井
蛙
抄
」
「
運
気

行
幸
を
見
物
（
言
）

○
正
・
二
八
、
言
経
、
為
満
の
「
定
家
筆
跡
』
及
び
「
大
學
輯
澤
』

を
受
け
取
り
帰
る
（
言
）

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
五
七
歳

○
二
・
二
、
金
剛
寺
に
高
麗
の
阿
弥
陀
如
来
画
像
を
施
入
か
（
金

剛
寺
文
書
、
庵
道
昭
五
二
）

○
二
・
一
八
、
由
己
の
書
状
に
よ
り
言
経
、
宗
巴
を
訪
う
（
言
）

○
二
・
二
二
、
言
経
・
為
満
・
四
条
隆
昌
、
来
訪
（
言
）

○
夏
、
藤
原
猩
窩
、
名
護
屋
滞
陣
中
の
由
己
を
訪
問

○
六
・
二
、
名
護
屋
よ
り
帰
陣
（
言
六
・
二
四
条
）

○
一
○
・
二
、
摂
州
中
嶋
よ
り
上
洛
し
、
言
経
を
訪
う
（
言
）

○
一
○
・
一
九
、
言
経
、
両
帝
王
年
号
を
書
き
送
ら
れ
る
（
言
）

○
二
・
一
、
細
川
幽
斎
、
伏
見
に
赴
く
。
由
己
、
天
満
へ
下
る
（
言
）

○
二
・
二
六
、
為
満
・
隆
昌
へ
の
書
を
言
経
に
託
す
（
言
）

○
こ
の
年
、
名
護
屋
に
於
て
連
歌

○
こ
の
年
、
法
眼
。

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
五
八
歳

○
二
・
一
九
、
言
経
、
由
己
に
独
吟
連
歌
百
韻
の
添
削
を
依
頼
（
言
）

○
三
・
四
、
百
韻
、
大
閤
秀
吉
公
興
行
、
於
高
野
山
青
巌
寺
、
松

（
豊
大
閤
）
興
山
上
人
（
青
巌
寺
、
木
食
）
・
白
（
近
衛
左
大
臣

信
尹
公
）
・
烏
（
親
王
家
）
・
常
真
（
尾
張
内
大
臣
平
信
雄
公
法

名
、
織
田
内
大
臣
入
道
）
・
紹
巴
（
法
眼
）
・
徳
川
大
納
言
（
家

康
公
、
従
一
位
家
康
卿
）
・
玄
旨
（
細
川
、
法
印
）
・
中
山
大
納

言
（
慶
親
卿
）
・
日
野
大
納
言
（
輝
資
卿
）
・
利
家
（
前
田
、
前

田
中
納
言
）
・
氏
郷
朝
臣
（
茄
生
）
・
昌
叱
（
里
村
、
法
橋
）
．
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全
宗
法
印
（
典
薬
頭
侍
従
）
・
雅
枝
朝
臣
（
飛
鳥
井
、
飛
鳥
井
大

納
言
）
・
由
己
法
眼
（
天
満
）
・
右
衛
門
督
（
増
田
長
盛
）
・
政

宗
朝
臣
（
伊
達
、
伊
達
中
納
言
）
・
長
俊
（
橋
本
大
外
記
）
（
天

理
・
天
満
宮
）

○
四
・
二
、
言
経
、
家
康
に
同
道
し
て
細
川
幽
斎
を
訪
う
。
由
己
他

碁
打
衆
七
・
八
人
、
同
亭
に
在
り
（
言
）

○
四
・
三
、
言
経
、
冷
泉
殿
（
為
満
）
・
阿
茶
丸
（
言
緒
）
・
由
己

と
共
に
家
康
を
訪
う
（
言
）

○
四
・
一
二
、
言
経
、
冷
泉
殿
（
為
満
）
と
共
に
細
川
幽
斎
を
訪
い
、

『
新
勅
撰
和
歌
集
」
を
見
る
。
由
己
も
同
道
（
言
）

○
四
・
一
四
、
大
坂
下
向
の
挨
拶
の
た
め
、
言
経
を
訪
う
（
言
）

○
五
・
二
六
、
言
経
、
由
己
に
添
削
を
依
頼
せ
る
独
吟
百
韻
を
返
さ

れ
る
（
言
）

○
八
・
二
六
、
由
己
、
大
坂
下
向
の
挨
拶
の
た
め
、
言
経
を
訪
う

（
一
一
一
一
口
）

○
九
・
一
二
、
言
経
、
由
己
よ
り
「
周
礼
全
七
冊
』
を
借
り
る
（
言
）

○
九
・
一
四
、
言
経
、
冷
泉
（
為
満
）
と
共
に
由
己
を
訪
う
。

○
九
・
一
九
、
言
経
並
び
に
冷
泉
殿
（
為
満
）
、
伏
見
に
家
康
を
訪
う
。

由
己
の
許
に
宿
泊
す
る
（
言
）

○
九
・
二
○
、
言
経
、
為
満
・
由
己
と
共
に
家
康
を
訪
う
。
夕
食
後
、

家
康
・
言
経
・
為
満
・
由
己
等
に
て
、
為
満
持
参
の
『
冷
泉
家
伝

定
家
筆
三
代
集
及
び
後
土
御
門
・
後
柏
原
・
後
奈
良
三
天
皇
勅
書
、

冷
泉
為
家
讓
状
」
等
を
見
る
。
為
満
、
家
康
に
「
定
家
筆
僧
正
湿

昭
家
集
』
を
贈
る
。
家
康
喜
び
、
為
満
を
召
し
抱
え
ん
と
言
う
。
そ

の
後
、
由
己
の
需
め
に
よ
り
『
文
献
通
考
』
を
一
見
す
る
（
言
）

○
九
・
二
一
、
言
経
、
冷
（
為
満
）
と
共
に
由
己
の
旅
宿
よ
り
帰
宅

す
る
。
言
経
、
由
己
よ
り
新
作
の
謡
本
「
吉
野
詣
・
高
野
詣
・
明

智
討
』
を
借
用
す
る
（
言
）

○
九
・
二
六
、
言
経
、
由
己
に
新
作
の
謡
本
『
吉
野
参
詣
・
高
野
マ

ゥ
テ
・
明
智
討
」
を
返
却
す
る
。

○
九
・
二
七
、
言
経
、
由
己
よ
り
謡
本
「
柴
田
討
・
北
条
』
等
を
借

用
す
る
。

●
秋
、
桑
門
某
、
狭
衣
文
談
を
著
す
（
実
践
女
子
大
学
常
磐
松
文
庫

本
）

○
一
○
・
三
、
言
経
、
家
康
の
『
文
献
通
考
』
買
得
の
こ
と
に
つ
き
、

由
己
に
書
を
送
る
（
言
）

○
一
○
・
一
二
、
家
康
の
『
文
献
通
考
』
買
得
の
こ
と
に
つ
き
、
由

己
よ
り
言
経
の
も
と
に
書
状
来
る
。
言
経
、
由
己
の
も
と
へ
音
信

す
る
（
言
）

○
一
○
・
一
五
、
家
康
に
見
せ
る
草
子
目
録
を
言
経
の
旅
宿
に
持
参

す
る
。
「
治
平
要
覧
・
ダ
ウ
伝
・
性
理
群
害
・
李
白
詩
・
資
治
通

鑑
』
等
（
言
）

○
一
○
・
二
九
、
家
康
の
相
伴
衆
（
三
十
四
・
五
人
）
と
な
る
（
言
）

○
一
○
・
三
○
、
言
経
、
由
己
の
依
頼
に
よ
り
、
書
籍
の
こ
と
に
つ

き
家
康
臣
加
賀
爪
勝
六
等
へ
書
状
を
送
る
。
言
経
、
由
己
の
本
の

こ
と
に
つ
い
て
月
斎
（
大
草
）
に
書
状
を
送
る
（
言
）

○
二
・
一
、
言
経
、
草
子
の
こ
と
に
つ
い
て
由
己
を
訪
う
。
言
経
、

由
己
と
共
に
殿
下
（
豊
臣
秀
次
）
に
侯
す
（
言
）
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○
五
・
一
○
、
坐

○
六
・
一
五
、
一
一

を
託
す
（
言
）

○
夏
秋
之
交
、
誰

○
四
、
由
己
、
病
気
療
養
の
た
め
但
馬
湯
島
（
今
の
城
崎
温
泉
）
に

下
向
、
藤
原
猩
窩
と
漢
詩
を
唱
和
す
（
温
泉
紀
行
、
八
州
文
藻
巻

○
四
・
八
、
小

渡
る
（
言
）

○
正
．
一
○
、
言
経
、
伏
見
の
由
己
の
も
と
を
訪
れ
る
も
、
由
己
は

摂
津
中
嶋
に
あ
り
。
言
経
は
こ
の
日
由
己
宅
に
宿
泊
（
言
）

○
正
．
二
七
、
言
経
、
由
己
宅
に
て
朝
食
後
、
冷
泉
殿
（
為
満
）
と

共
に
家
康
を
見
郷
う
。
帰
途
、
由
己
宅
へ
向
か
い
、
京
都
に
発
足

（
三
口
）

○
二
・
二
一
、
言
経
、
由
己
宅
に
て
朝
食
後
、
冷
（
為
満
）
と
共
に

家
康
を
訪
う
（
言
）

○
四
・
一
、
言
経
、
由
己
を
訪
う
。
由
己
は
こ
の
日
、
摂
津
中
鴫
に

文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）
六
○
歳

○
二
・
二
、
言
経
、
冷
（
為
満
）
共
に
由
己
を
訪
い
、
書
籍
の
こ

と
を
談
合
す
る
（
言
）

○
二
・
二
、
言
経
の
も
と
に
、
摂
津
中
鴫
の
由
己
よ
り
書
状
届

く
、
（
言
）

第
『

／、

~ソ

下
向
す
る
（
言
）

伏
見
を
出
、
京
に
上
り
、
坂
本
か
ら
大
溝
へ
琵
琶
湖
を

藤
原
猩
窩
、
病
臥
中
の
由
己
を
天
満
の
別
堂
に
見
舞

城
崎
を
出
、
帰
途
に
つ
く
（
同
）

言
経
、
冷
泉
（
為
満
）
の
使
者
に
、
由
己
へ
の
書
状

文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
六
一
歳

○
二
・
三
○
、
言
経
、
為
満
と
伏
見
に
家
康
を
訪
い
、
由
己
の
留
守

宅
に
於
て
休
憩
し
、
大
阪
天
満
宮
に
病
気
療
養
中
の
由
己
の
消
息

を
尋
ね
る
（
言
）

○
四
・
七
、
言
経
、
伏
見
に
家
康
を
訪
う
。
ま
ず
由
己
を
訪
い
、
休

息
す
る
（
言
）

○
五
・
七
、
没
（
藤
原
猩
窩
自
筆
詩
文
集
）

う
（
藤
原
猩
窩
自
筆
詩
文
集
）

○
九
・
一
三
、
相
良
宮
内
大
輔
長
毎
宛
書
状
（
大
日
本
古
文
書
・
相

良
家
文
書
七
四
二
・
七
四
六
）

○
一
○
・
一
、
昨
日
、
言
経
の
も
と
に
由
己
か
ら
の
書
状
あ
り
。
言

経
こ
れ
に
返
報
（
言
）
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明
智
討
（
あ
け
ち
う
ち
）
官
班
記
（
か
ん
ば
ん
き
）
源
氏
物
語
絵
詞
（
げ
ん
じ
も
の
が
た
り
え
こ
山
谷
集
（
さ
ん
こ
く
し
ゅ
う
）

一
立
地
皿
》
、
城
》
一
幸
一
壷
“
地
諏
、
私
零
缶
ユ
と
誰
蚕
八
八
．
○
二
・
二
一
一
垂
い
い
二
一
“
の
Ｅ

※
謡
本

紀
氏
新
撰
集
（
き
し
し
ん
せ
ん
し
ゅ
う
）
源
平
系
図
（
げ
ん
・
へ
い
け
い
ず
）
三
代
集
（
さ
ん
だ
い
し
ゅ
う
）

飛
鳥
井
栄
雅
の
詩
歌
（
あ
す
か
い
え
い
が
の
一
垂
必
一
二
一
一
一
卵
、
三
一
五
九
二
・
○
二
・
一
二

一
壷
私
醒
咋
叩
杷
率
一
一
正

し
い
か
）一

五
八
六
・
○
四
・
一
九
広
韻
（
こ
う
い
ん
）
※
冷
泉
家
伝
定
家
筆

堯
孝
法
印
書
状
（
ぎ
よ
う
こ
う
ほ
う
い
ん
し
一
五
九
一
・
○
三
・
一
七

伊
勢
物
語
（
い
せ
も
の
が
た
り
）
よ
じ
よ
う
）
資
治
通
鑑
（
し
じ
っ
が
ん
）

一
五
九
一
・
○
二
・
○
五
一
五
九
一
・
○
二
・
○
九
高
野
マ
ゥ
テ
（
こ
う
や
も
う
で
）
一
五
九
四
・
一
○
・
一
五

一
華
地
皿
恥
叩
地
華
一
一
一
一
柴
田
討
（
し
ぱ
た
う
ち
）

伊
勢
物
語
歌
注
（
い
せ
も
の
が
た
り
か
ち
ゅ
玉
篇
（
ぎ
よ
く
へ
ん
）

う
）
一
五
九
一
・
○
三
・
一
七
※
謡
本
一
五
九
四
・
○
九
・
二
七

一
五
九
一
・
○
二
・
○
五
一
五
九
一
・
一
二
・
二
八
※
謡
本

後
柏
原
院
楽
目
六
（
ご
か
し
わ
ら
い
ん
が
く

伊
勢
物
語
抄
（
い
せ
も
の
が
た
り
し
よ
う
）
公
事
根
源
抄
（
く
じ
こ
ん
げ
ん
し
よ
う
）
も
ぐ
る
く
）
寂
然
（
藤
原
行
能
）
筆
（
じ
ゃ
く
れ
ん
ひ
つ
）

一
五
八
九
・
一
○
・
二
九
一
五
九
一
・
○
二
・
三
○
一
五
九
一
・
○
二
・
○
九
一
五
九
一
・
○
三
・
一
三

伊
勢
物
語
注
（
い
せ
も
の
が
た
り
ち
ゅ
う
）
君
臣
小
伝
（
く
ん
し
ん
し
よ
う
で
ん
）
後
小
松
院
戻
筆
（
ご
｝
」
ま
つ
い
ん
し
ん
び
つ
）
拾
遺
愚
草
（
し
ゅ
う
い
ぐ
そ
う
）

一
五
八
九
・
○
八
・
一
三
一
五
九
一
・
二
一
五
九
一
・
○
三
・
一
七
一
五
八
六
・
二
・
○
三

一
五
八
六
・
一
二
・
○
一

一
枚
帝
王
糸
図
（
い
ち
ま
い
て
い
お
う
け
い
系
図
（
け
い
ず
）
後
士
御
門
・
後
柏
原
・
後
奈
良
三
天
皇
勅
吾

ず
）
一
五
九
一
・
二
一
・
二
六
（
ご
つ
ち
み
か
ど
・
ご
か
し
わ
ら
．
ご
な
ら
拾
芥
抄
（
し
ゅ
う
が
い
し
よ
う
）

一
五
九
二
・
○
三
・
二
一
さ
ん
て
ん
の
う
ち
よ
く
し
よ
）

一
五
私
季
》
叩
垂
二
五
（
晦
日
）

源
氏
間
番
（
げ
ん
じ
き
き
が
き
）
一
五
九
四
・
○
九
・
二
○

一
枚
年
代
記
（
い
ち
ま
い
れ
ん
だ
い
き
）
一
五
九
一
・
○
三
・
一
七

一
五
八
六
・
一
二
・
○
二
後
士
御
門
院
辰
筆
（
ご
つ
ち
ゑ
か
ど
い
ん
し
周
礼
（
し
ゅ
う
ら
い
）

一
五
八
六
・
一
二
・
一
四
源
氏
系
図
（
げ
ん
じ
け
い
ず
）
ん
ぴ
つ
）
一
五
九
四
・
○
九
・
一
二

一
五
九
二
・
○
三
・
二
○
一
五
九
一
・
○
三
・
一
五
一
五
九
一
・
○
三
・
一
七
※
全
七
冊

韻
府
（
い
ん
ぷ
）
源
氏
物
語
（
げ
ん
じ
も
の
が
た
り
）
西
国
征
伐
之
記
（
さ
い
ど
く
せ
い
ば
つ
の
き
）
聚
楽
第
行
幸
記
（
じ
ゅ
ら
く
だ
い
ぎ
よ
う
こ

一
壷
私
一
計
率
、
。
“
一
一
一
匙
一
五
坐
禰
○
砿
二
一
毛
一
垂
地
、
卵
叩
菫
咋
や
甑
う
き
）

珂
払
毎
唖
毛
準
一
一
一
唾
三
源
一
覧
（
さ
ん
げ
ん
い
ち
ら
ん
）
一
壷
払
い
“
”
、
壷
卵
一
出

運
気
論
（
う
ん
き
る
ん
）

一
五
九
二
・
○
三
・
一
二
一
五
八
八
・
二
・
一
四
一
五
八
七
・
○
九
・
○
四
紹
巴
独
吟
千
句
（
じ
よ
う
は
ど
く
ぎ
ん
せ
ん

一
五
八
八
・
ウ
○
五
・
○
三
く
）

大
政
所
御
煩
平
愈
記
（
お
お
ま
ん
ど
こ
ろ
お
源
氏
物
語
一
枚
系
図
（
げ
ん
じ
も
の
が
た
り
一
五
八
六
・
○
四
・
○
二

ん
わ
ず
ら
い
へ
い
ゆ
き
）
い
ち
ま
い
け
い
ず
）
三
贋
抄
（
さ
ん
け
ん
し
ょ
う
）
一
五
八
六
・
○
五
・
一
八

一
五
八
九
・
○
七
・
三
○
一
五
九
一
・
○
三
・
一
八
一
五
八
九
・
一
○
・
二
九

通
遙
院
三
首
懐
紙
（
し
ょ
う
よ
う
い
ん
さ
ん

大
村
由
己
年
譜
書
名
及
び
関
連
索
引
（
検
索
指
標
は
、
西
暦
・
月
・
日
）
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し
ゅ
か
い
し
）
大
学
（
だ
い
が
く
）
冷
泉
為
家
譲
状
（
れ
い
ぜ
い
た
め
い
え
ゆ
ず

一
壷
私
一
計
、
菫
二
一
壷
り
じ
よ
う
）

一
五
九
一
・
○
二
・
三
○
一
五
九
一
・
○
三
・
一
七

一
五
九
四
・
○
九
・
二
○

造
遙
院
短
冊
（
し
よ
う
よ
う
い
ん
た
ん
ざ
く
）
大
学
輯
稗
（
だ
い
が
く
し
ゅ
う
し
ゃ
く
）
梅
毒
老
人
韻
（
ぱ
い
あ
ん
ろ
う
じ
ん
い
ん
）

一
五
九
一
・
○
二
・
○
五
一
五
九
二
・
○
一
・
二
八
一
五
九
二
・
○
一
・
○
三
（
春
）
暦
数
（
れ
き
す
う
）

一
垂
地
叩
亜
叩
咋
”
エ
極

職
原
抄
（
し
よ
く
げ
ん
し
よ
う
）
ダ
ウ
伝
（
た
う
で
ん
）
白
氏
文
集
（
は
く
し
も
ん
じ
ゅ
う
）

｜
壷
必
へ
恥
、
極
諏
匪
娠
一
五
九
四
・
一
○
・
一
五
一
五
九
一
・
○
三
・
一
七
連
歌
至
寳
抄
（
れ
ん
が
し
ほ
う
し
よ
う
）

治
平
要
覧
（
ち
へ
い
よ
う
ら
ん
）
藤
原
定
家
の
懸
字
（
ふ
じ
わ
ら
て
い
か
の
か
《
八
六
・
○
八
・
一
六

壺
坐
一
卵
、
坤
睡
、
症

職
原
抄
之
抄
（
し
よ
く
げ
ん
し
よ
う
の
し
よ
一
五
九
四
・
一
○
・
一
五
け
じ
）

う
）
一
五
九
一
・
○
三
・
一
三

一
五
九
一
・
一
二
・
二
六
長
秋
詠
藻
（
ち
ょ
う
し
ゅ
う
え
い
そ
う
）

一
五
九
二
・
○
三
・
二
三
文
献
通
考
（
ぶ
ん
け
ん
つ
う
こ
う
）
垂
い
い
二
一
一
一
“
匪
嘩

新
勅
撰
和
歌
集
（
し
ん
ち
ょ
く
せ
ん
わ
か
し

一
極
地
唖
》
や
砒
叩
牢
記
連
歌
新
式
（
れ
ん
が
し
ん
し
き
）

ゅ
う
）
定
家
筆
跡
（
て
い
か
ひ
っ
せ
き
）

一
五
九
四
・
○
四
・
一
二
一
五
九
二
・
○
一
・
二
八
一
五
九
四
・
一
○
・
三
一

一
癌
岬
》
》
唖
垂
一
一
匡

井
蛙
抄
（
せ
い
あ
し
よ
う
）
天
正
記
（
て
ん
し
よ
う
き
）
北
条
（
ほ
う
じ
ょ
う
）

一
五
九
二
・
○
三
・
一
二
一
五
八
六
・
○
九
・
一
九
／
○
九
・
二
七
一
五
九
四
・
○
九
・
二
七

一
壷
“
娃
咋
叩
凱
亜
至
咽
／
○
七
。
三
○
つ
）

※
謡
本
六
家
集
抄
出
（
ろ
く
か
し
ゅ
う
し
ょ
う
し
ゅ

清
花
系
図
（
せ
い
が
け
い
ず
）

一
五
九
一
・
○
三
・
○
六
／
○
八
・
○
六
／
○
八
・
○
九
／
○
九
。
名
目
抄
（
み
よ
う
も
く
し
よ
う
）
一
五
八
八
・
○
九
・
一
九

○
一
／
○
九
・
一
三
／
○
九
・
一
四
／
○
一
五
八
六
・
一
二
・
○
六

性
理
群
耆
（
せ
い
り
ぐ
ん
し
よ
）
九
・
一
五
／
○
九
・
二
○
／
○
九
・
一
二

一
五
九
四
・
一
○
・
一
五
／
一
○
・
二
○
毛
詩
（
も
う
し
）

一
五
九
○
・
○
二
・
○
九
／
○
九
・
二
九
一
五
八
八
・
二
・
○
四

世
尊
寺
・
飛
鳥
井
等
系
図
（
せ
そ
ん
じ
・
あ
※
冷
泉
家
本

す
か
い
と
う
け
い
ず
）
東
城
集
（
と
う
は
し
ゅ
う
）

一
五
九
一
・
○
八
・
○
七
吉
野
参
詣
（
吉
野
詣
）
（
よ
し
の
さ
ん
け
い

一
壷
い
い
二
言
、
仁
（
よ
し
の
も
う
で
）
）

摂
家
系
図
（
せ
つ
け
け
い
ず
）

一
五
九
一
・
○
二
。
二
八
中
山
宣
親
短
冊
（
な
か
や
ま
の
ぶ
ち
か
た
ん
一
壷
坤
皿
率
、
地
二
二

ざ
く
）
※
謡
本

僧
正
遍
昭
家
集
（
そ
う
じ
よ
う
へ
ん
じ
よ
う
一
五
九
一
・
○
二
・
○
九

か
し
ゅ
う
）
礼
記
（
ら
い
き
）

一
五
九
四
・
○
九
・
二
○
二
十
四
孝
カ
ナ
注
（
に
じ
ゅ
う
し
こ
う
か
な
一
五
八
八
・
二
・
○
四

※
定
家
筆
ち
ゅ
う
）一
五
九
○
・
二
・
二
七
李
白
詩
（
り
は
く
し
）

叢
塵
集
（
そ
う
じ
ん
し
ゅ
う
）
一
五
九
四
・
一
○
・
一
五

一
五
八
九
・
○
二
・
○
七
二
十
四
孝
詩
注
（
に
じ
ゅ
う
し
こ
う
し
ち
ゅ

う
）
冷
泉
家
系
図
（
れ
い
ぜ
い
け
け
い
ず
）

宗
世
（
飛
鳥
井
雅
康
）
短
冊
（
そ
う
せ
い
（
あ
一
五
九
一
・
○
二
・
○
五

一
五
私
一
尹
率
、
一
言
エ
乱

す
か
い
ま
さ
や
す
）
た
ん
ざ
く
）

一
五
九
一
・
○
二
・
○
九
年
代
記
（
ね
ん
だ
い
き
）
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